
文
化
祭
１
日
目
の
ス
テ
ー
ジ

部
門
は
川
商
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島

市
与
次
郎
）
の
第
一
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
恵
ま
れ
た
舞
台
環

境
の
中
、
松
陽
生
ら
し
い
個
性

あ
ふ
れ
る
演
技
に
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
務
め
た
書
道
部
は
、

「
無
限
を
超
え
ろ
」
と
蛍
光
色

で
書
き
上
げ
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。
開
会

行
事
の
後
、
美
術
科
３
年
生
が

制
作
し
た
映
像
番
組
「
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
」
が
放
映
さ
れ
た
。

毎
年
大
人
気
の
こ
の
作
品
は
、

今
年
は
「
芸
能
人
格
付
け
チ
ェ
ッ

ク
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
内
容

で
、
日
常
で
は
見
ら
れ
な
い
先

生
方
の
演
技
で
今
年
も
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
の
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

３
年
英
語
コ
ー
ス
に
よ
る
デ
ィ

ベ
ー
ト
「
恋
を
す
る
な
ら
追
う

恋
？
追
わ
れ
る
恋
？
」
で
は
高

い
英
語
力
に
耳
目
が
集
ま
り
、

観
客
は
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
、
真

剣
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
耳
を
傾
け

て
考
え
て
い
た
。

幕
間
の
レ
ベ
ル
が
高
い
の
も

松
陽
高
校
な
ら
で
は
。
弾
き
語

り
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
、
個
性
あ

ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
演
技
に
驚

か
さ
れ
た
。
午
前
の
部
は
２
・

３
年
音
楽
科
の
レ
ベ
ル
の
高
い
、

明
る
く
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

午
後
の
部
は
演
劇
部
に
よ
る

「
ヒ
ロ
イ
ン
、
た
だ
い
ま
準
備

中
！
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
舞
台

い
っ
ぱ
い
に
熱
演
す
る
姿
に
、

思
わ
ず
ス
ト
ー
リ
ー
に
引
き
込

ま
れ
た
。

音
楽
部
に
よ
る
合
唱
「
あ
ら

し
の
よ
る
に
」
で
は
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
演
出
と
ホ
ー
ル
内
に
響

き
渡
る
美
声
が
圧
巻
だ
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
の
は
、
吹
奏
楽
部

に
よ
る
「
松
吹
２
０
２
５
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
。
「
か
わ
い
い
だ

け
じ
ゃ
だ
め
で
す
か
？
」
や
恒

例
の
「
テ
キ
ー
ラ
」
な
ど
を
演

奏
、
会
場
全
体
の
心
が
一
つ
に

な
り
、
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

〔
坂
元
咲
愛
〕

文
化
祭
２
日
目
は
、
学
校
で

展
示
・
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
地

域
の
住
民
が
多
数
訪
れ
た
。
美

術
科
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
フ
ラ

ン
ス
の
印
象
派
の
画
家
ク
ロ
ー

ド
・
モ
ネ
の
作
品
を
テ
ー
マ
に

展
示
を
行
い
、
文
化
祭
テ
ー
マ

の
「
共
に
咲
く
」
世
界
観
を
表

現
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
は
、

生
徒
が
製
作
し
た
作
品
の
販
売

ブ
ー
ス
や
、
生
徒
が
そ
の
場
で

描
く
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
順
番
を
待
つ
行
列
が
で

き
た
。

各
ク
ラ
ス
の
展
示
で
は
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
や
人
気
テ
レ
ビ
番

組
を
再
現
し
た
参
加
型
展
示
も

あ
り
、
子
供
た
ち
の
人
気
を
集

め
て
い
た
。
バ
ザ
ー
は
２
・
３

年
生
が
企
画
し
、
軽
食
の
販
売

等
16
店
が
出
店
。
販
売
す
る
教

室
の
装
飾
に
も
こ
だ
わ
り
、
黒

板
ア
ー
ト
等
の
手
の
込
ん
だ
装

飾
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。
教

室
の
中
を
ピ
ン
ク
色
に
統
一
し

た
メ
イ
ド
喫
茶
や
、
映
画
館
を

テ
ー
マ
に
教
室
を
装
飾
し
て
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
や
ポ
テ
ト
な
ど
を
販

売
す
る
バ
ザ
ー
な
ど
、
目
と
味

で
観
覧
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

〔
米
倉
京
夏
〕

夏
休
み
が
終

わ
り
、
今
年
の

夏
を
振
り
返
る

時
期
と
な
っ
た
。

今
年
の
夏
は
、

大
雨
や
台
風
に

よ
る
水
害
が
日

本
各
地
を
襲
い
、
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。
災
害
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
正
し
い
情
報
を

得
て
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
気
象
情
報
や
自
治

体
か
ら
の
避
難
情
報
等
、
命
を

守
る
た
め
に
多
く
の
情
報
を
得

る
こ
と
は
大
切
だ
。
▼
一
方
で
、

そ
う
し
た
情
報
の
中
に
潜
む
デ

マ
に
つ
い
て
も
私
た
ち
は
体
験

し
た
。
「
７
月
５
日
に
大
災
害

が
起
こ
る
」
と
い
う
デ
マ
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
瞬
く
間
に
拡

散
し
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
人
々

の
不
安
を
掻
き
立
て
た
。
そ
の

情
報
は
、
あ
る
マ
ン
ガ
に
描
か

れ
た
「
日
本
が
大
津
波
に
襲
わ

れ
る
夢
を
み
た
」
と
い
う
内
容

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
発
生
し

た
。
こ
の
マ
ン
ガ
か
ら
派
生
し

た
デ
マ
は
「
東
日
本
大
震
災
が

再
来
す
る
か
も
」
と
い
う
不
安

を
呼
び
、
香
港
の
著
名
な
風
水

師
が
「
日
本
で
大
地
震
が
起
こ

る
」
と
予
言
し
た
こ
と
か
ら
、

香
港
か
ら
の
航
空
機
に
欠
航
や

減
便
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、

７
月
５
日
に
大
災
害
が
起
こ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
▼
最
近
で

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
正
し
い
情
報
と
、

不
確
か
な
情
報
が
飛
び
交
う
世

界
に
私
た
ち
は
直
面
し
て
い
る
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
目
が

と
て
も
大
切
な
時
代
を
私
た
ち

は
生
き
て
い
る
。〔

内
野
心
春
〕
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制作者 上村真生(3-8)

「戦地にいるのはあな

ただったかもしれない」

と見る側に主体的に気

づいてもらうよう構成

した。平和への意識を

忘れないように，未来

に平和をつなげる当事

者意識を持ってもらい

たい。温かさと無機質

さが両立する色使いを

工夫した。購買部近く

に展示中。〔濵田藍華〕

春夏の松陽生の活躍が満載

1面…「第４２回文化祭特集」

2面…松元茶を振る舞い

～鹿児島茶日本一PR

福元洋介新校長

学校運営の意気込み語る

3面…松陽生の活躍特集

「煌めく松陽生」

4面…身近に生息特定外来種

松陽グルレポ探検隊
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昨
年
に
引
き
続

き
、
今
年
も
瞬
く

間
に

完
売

し
た

「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
カ
ー
ド
」
。
今
年
は
、
名
作
絵
画
と
先
生
方

の
顔
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
。
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
一
枚
は
ど
れ
？

美
術
科
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
カ
ー
ド
」

完
成
度
高
く
大
人
気
！

多彩な個性 輝き一つに
共
生
社
会
の
実
現
テ
ー
マ

６
月
６
日
（
金
）
・
７
日
（
土
）
の
２
日
間
、
第
42
回
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
共
に
咲
く

～
そ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
色
、
形
、
今
一
つ
に
～
」
だ
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
多
様
性
や
共

生
社
会
の
実
現
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
校
文
化
祭
。
多
様
な
個
性
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
集
合
体

と
し
て
輝
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
１
日
目
は
、
４
年
前
か
ら
続
く
川
商
ホ
ー
ル
で
の
本
格
的
な
舞
台

で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
。
２
日
目
は
学
校
で
バ
ザ
ー
・
展
示
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
多
く
の
保
護
者
や

地
域
住
民
が
参
観
し
、
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

高
い
レ
ベ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
・
展
示
に
感
嘆

第42回
文化祭

ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い

躍
動
す
る
松
陽
生

文
化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
吹
奏
楽
部
の
恒
例
の
「
テ
キ
ー
ラ
」

の
演
奏
に
、
観
客
席
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
。
（
川
商
ホ
ー
ル
）

ダ
ン
ス
同
好
会
の
軽
快
な
ダ
ン

ス
に
会
場
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ

た
。
（
川
商
ホ
ー
ル
）

様
々
な
世
界
観
の

展
示
に
観
客
魅
了

モネの世界にうっとり
多彩な展示・バザーが盛況


